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委　　　　　員　　今　井　英　彦
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　　事務局次長　　浅　島　和　夫　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学務課長　　森　下　真　博　　　　生涯学習課長　　中　島　　　実

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　浅　賀　俊　之

　　学校地域連携担当課長　　大　澤　宣　仁　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は、５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第８回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、浅賀新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長は遅れております。近藤中央図書館長、とりあえず、以上の７名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　本日の委員会は、２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第２７号　教育財産の用途廃止について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新しい学校づくり担当課長）

　　　　　議案第２８号　教育財産の取得について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校地域連携担当課長）

委　員　長　　それでは、議事に入ります。日程第一　議案第２７号「教育財産の用途廃止について」、新しい学校づくり担当課長から説明してください。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、議案第２７号につきまして、ご説明申し上げます。

　本件につきましては、教育財産の用途を廃止するというものでございます。教育財産の対象となる施設につきましては、旧若葉小学校の土地になります。

　所在及び数量につきましては、記載のとおりでございます。現在、用途としましては学校用地となっているものを普通財産に切り替えるというものでございます。

　提案の理由でございますけれども、旧若菜小学校につきましては、東京都建築安全条例の規定を満たしていないということで、こちらは６ｍ以上の道路に接していない部分があるため、今後の跡地利用を見据えて、区の市街地整備化事業として道路を拡幅することとなりました。この道路用地として、教育財産を切り替えるものでございます。

　参考ですけれども、この旧若葉小学校は非常に古いものでございまして、当時は適法な建物であったようでございますけれども、現在の法律に合わせますと、６ｍ幅以上の道路に、少なくとも１０ｍ以上は接している必要があるという、この基準が満たされていないというものでございます。既存不適格という状況でございますので、この状況を改善するために、資料をつけさせていただきましたが、２枚目に印をつけてある部分の道路を拡幅するということで適正な建物として利用できるように、教育財産を用途廃止し、道路に切り替えるというものでございます。

　雑駁ですが、説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

学校を回っていますと、結構狭い道路に面した学校もあって、それは昔の基準だからなんでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　昔の基準だから使えていたという。ですから、現在の法律に照らしますと、適法とは言えないような状況のものも見受けられるという状況がございます。

委　員　長　　分かりました。要するに、法律に基づいて幅を広げる、道路を広げるために学校用地を削るという趣旨だと思います。

　では、お諮りします。日程第一　議案第２７号「教育財産の用途廃止について」、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

　次に、日程第一　議案第２８号「教育財産の取得について」、学校地域連携担当課長から説明してください。

学校地域連携担当課長　　それでは、議案第２８号につきまして、説明させていただきます。

　本件は、従来から学童クラブとして使用しておりました板橋第十小学校学童クラブの施設につきまして、財産上、行政財産となっているものを教育財産として取得するものでございます。

　この根拠ですけれども、これは地方教育行政法の組織及び運営に関する法律第２８条第３項、並びに東京都板橋区公有財産規則第９条第１項の規定により、教育財産として引き渡しを受けたもので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２８条第２項により、４月１日から教育委員会が教育財産として管理するものでございます。

　簡単でございますが、説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　これも、従来の「あいキッズ」になったところがみんなこのような形になっておりますので、特に問題はないかと思います。

本山委員　　図面を見ますと、建物以外に、校庭の部分も取得するようになっているんですけれども、これで第十小学校が全部この土地を持つということになるんでしょうか。

学校地域連携担当課長　　そうですね。土地ともです。
本山委員　　そうですか。

教育長　　土地使用面積４４０．１３㎡。

本山委員　　土地もですね。

委　員　長　　そうですね。そうすると、一番最初の。

教育長　　そのうちの面積１５０．７５㎡だから、建物ということですか。この一番最後の。

委　員　長　　種類は建物だけですし。これはちょっと。

教育長　　そうですね。建物ですものね、やっぱり。

本山委員　　そうすると、土地が。

教育長　　もともと教育財産になっているところに、目的外使用で、多分、学童クラブの建物に使っているんだと思うのです。

本山委員　　そういうことですか。

委　員　長　　ということでよろしいですよね。

学校地域連携担当課長　　すみません、一応、私も現場を見てきたんですけれども、そのとおりでございます。

本山委員　　うちの近くなものですから。校庭があったなと思いました。

委　員　長　　では、お諮りします。日程第一　議案第２８号「教育財産の取得について」、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第二　議案第２９号　幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

　　　　　　　　　　　　例施行規則の一部を改正する規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　日程第二　議案第２９号「幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則」について、庶務課長から説明してください。

庶務課長　　日程第二　議案第２９号については、幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則でありますけれども、これは、昨年度の人事委員会勧告で出されたように、「教頭」という職を「副校長」に変える。それから、月６０時間を超える超過勤務という計算の中に、日曜日及びそれに準ずる日が含まれていなかったものを含めるようにするといった改正に伴って、様式３及び様式３の別紙をそれに合わせて変えるものでございます。

　２ページ目、３ページ目が新しい様式で、その下に、また同じような様式が２枚続いておりまして、旧様式がありますけれども、まず一番左肩のところ、「３号様式」と書かれている細かい表になっているもので説明しますと、ちょうど真ん中あたりに「確認印」というところがありまして、そこを旧様式は「教頭」というところを「副校長」という名称に変えています。

　それから、右側の③という見出しのところに書いてある「超過勤務等の時間数」というところが、大きく「（①＋②）」と書いてありますけれども、旧様式ですとこれが２つに分かれていて、日曜日またはこれに相当する日の勤務及びそれ以外のものと２つに分かれておりましたけれども、日曜日それに相当する日というものは１つとしてカウントするようになりましたので、ここは合わせた形に直すものでございます。

　同様に、次のページについても、大変細かいですけれども表現が変わっておりまして、「勤務日時」というところで、③というところでこの計算の値を使うようになっておりますけれども、旧の様式は④の数字を使うということで、３の様式が変わっておりますので、そこの部分に合わせて変更を行うものでございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　字が小さくてよく見えないので分からないのですけれども、要するに、施行規則が変わったことによって、様式を変更したということだと思います。

庶務課長　　そういうことです。

今井委員　　全然、反対でも何でもないんですけれども、実際の計算とかそういうのをこれでやっているんですか。

庶務課長　　実際の計算はこれでやっていますが、６０時間を超えた超過勤務というのが本則にありますけれども、幼稚園教育職員に対して適用がないというのが実態です。手当等については使用しておりますけれども、教員特別手当というものが対象ですので。

今井委員　　というか、手続は分かるんですけれども、作業というか、集計とかそういうのを実際にこの表で計算しているということですか。

庶務課長　　はい。

委　員　長　　では、お諮りします。日程第二　議案第２８号「教育財産の取得について」、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第三　議案第３０号　平成２３年度教科用図書調査委員会委員の任命につい

　　　　　　　　　　　　て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（指導室）

委　員　長　　次に、日程第三　議案第３０号「平成２３年度教科用図書調査委員会委員の任命について」、指導室長から説明してください。

指導室長　　東京都板橋区立学校教科用図書採択事務規則第４条の規程に基づきまして、板橋区立小中学校で使用する教科書の採択に関して調査・研究を行うため、教科書審議会に教科用図書の調査委員会を教科等ごとに置くことになっております。

　そして、調査委員会は、学校の校長、副校長、教諭及び区民のうちから、板橋区教育委員会が任命する委員をもって組織することとなっております。

　人数は、社会科が１７人以内、技術家庭が１０人以内、特別支援学級が１３人以内、その他教科等ごとに７人以内と、東京都板橋区立学校教科用図書採択事務実施要領に定められております。

　任期は、任命の平成２３年５月１０日から、最終の平成２３年８月３１日までとなっております。

　調査委員会は、東京都板橋区立学校教科用図書採択事務実施要領第５条の規程に基づき、教育委員会が招集いたします。

　調査委員会の仕事としましては、教科書審議会が定める調査研究の方針及び方法に基づき、教科用図書を調査研究し、その結果を審議会に報告することになっております。

　事務局の案といたしましては、１０の教科ごとの教科用図書調査委員会の委員につきまして、教職員の中からそれぞれ６名から１７名で、合計７９名を推薦いたします。

　人数の内訳といたしましては、次のページにございますように、国語・書写が７人、社会が３つの領域に分かれておりまして、歴史・地理地図・公民で１７人、そして数学が６人、理科が７人、音楽が７人、美術が７名、裏面でございますが、保健体育７名、技術家庭７名、英語６名、特別支援学級が７名。以上であります。よろしくご審議ください。

　なお、第１回の教科用図書調査委員会は５月１０日に行いまして、それ以降、各教科部会ごとで検討に入る予定でございます。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　要は、小学校とつながっている部分には小学校の先生にもかかわっていただいているようなメンバー構成というのですか。

指導室長　　そうです。公民には入ってないんですけれども、それ以外の各教科等については、小学校の教員も入れて、小中連携を意識した教科書採択というのを考えていきたいと思っております。

谷田委員　　英語も入っていない。

指導室長　　そうですね。

本山委員　　この先生方は、今まで研究会や何かでご活躍いただいている先生というか。

指導室長　　そうです。基本的には、委員長の方は指導室の方で任命いたしまして、その委員長が委員の推薦をしていくということで、それぞれの各部会で活躍している先生方ということで、実力のある先生方を集めることができたと思っております。

委　員　長　　年齢構成的には、ある程度、バランスがとられているのですか。

指導室長　　そうです。ただ、若手というよりも、やはり中堅からベテランの方々に多く参加していただいております。

委　員　長　　ほかになければ、お諮りします。日程第三　議案第３０号「平成２３年度教科用図書調査委員会委員の任命について」は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。

○報告事項

１．告示関係

　　中央図書館の臨時休館について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

委　員　長　　それでは、報告事項を聴取します。報告１「告示関係」です。「中央図書館の臨時休館について」、中央図書館長から説明してください。

中央図書館長　　各区立図書館では、毎年、定期的に特別整理期間を設けまして、曝書ですとか館内の設備点検を行っております。

　中央図書館につきましては、５月２３日から２９日までの７日間、この特別整理期間として臨時休館とさせていただくものでございます。

　なお、他の図書館につきましても、先般の教育委員会でお示ししましたとおり、今年度の計画が決まっておりまして、夏場を除く時期で、順番にこのような形で実施するということになっております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　これは、毎年、定例のものなので、よろしいでしょうか。

○報告事項

２．平成２３年度指導室等事業予定（確定版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指－１）（指導室）

３．平成２３年度板橋区教育委員会教育研究奨励校等について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指－２）（指導室）

委　員　長　　では、報告２に移らせていただきます。「平成２３年度指導室等事業予定」について、同じく報告３「平成２３年度板橋区教育委員会教育研究奨励校等について」、指導室長から報告願います。

指導室長　　指導室事業予定表でございますけれども、先般お配りいたしました旧版からの変更点ということで、確定版ということでお渡しさせていただきました。

　中身については大きく変更点はございませんけれども、文部科学省の学力・学習状況調査が４月に予定されてございましたが、今般の震災の影響で、２学期以降、９月以降ということで、まだ日にちは確定してございません。なお、この学力・学習状況調査については、今年度も抽出校ということでございます。なお、希望校も、採点等は自分で行うことになるのですが、今年度については、本区においても複数校が手を挙げているところでございます。

　それから、新しいところで、６月２０日にエキスパート研修という研修を新たに加えました。これは、４０歳、５０歳という区切りのいい年齢の方々に、今年度から、教育一般、さらには教科指導の研修を年３回行っていただく、このスタートのことでございます。

　ご案内のように、どうしても中だるみの時期で、服務事故、あるいは学級崩壊、さらにはメンタルケアというところで、４０代、５０代のケアが必要だというところで、今年度からスタートしたものでございます。

　そのほかについては、また目を通していただきましてお願いしたいのですが、もう１つ、実は、皆様方の机上に、幼小中連携の計画一覧、これは以前もお渡ししたのですが、全て揃いました。

　各中学校ブロックの名称、エリア名を全て入れ込みまして、さらにはエリア長を決めて、こういった形で、今年度、積極的に保幼小中連携教育というものを進めてまいりたいと思います。

　あくまでも１つの目安としては、ただ単に子供たちが交流するというような連携教育から、授業レベル、カリキュラムレベルの連携ということで意識したものを、フィードバック学習の結果も踏まえて進めていこうということで、それぞれのブロックが積極的に取り組むという姿勢を見せていただいております。

　実は、年間２回、この保幼小中連携の集まりがございます。一度目は、ゴールデンウィーク明けでございますが、５月９日午後に実施いたします。

　それから、１０月についても、１０月４日に２回目の研修でございますが、１回目は中学校を会場に、このエリアの学校が集まって研究協議を行うということでございます。お時間がありましたら是非ご出席いただいて、また、ご指導いただければと思っております。

　以上でございます。

　それから、研究奨励校でございますが、板橋区におきましては、大きく区としての研究奨励は３つございます。今年度から始まりました指導力向上特別研究指定校につきましては、オープンスペースや教科センター方式といったような施設を最大活用しながらも、区が進める授業改善に当たっていただきたいということで、板橋第一小学校と大谷口小学校は、２校が一緒に研修をするというコラボレーションの研究。これも多分始めてのことだと思うのです。

　実は、先日も、第１回目が大谷口小学校で行われまして、大谷口小学校の会場に板橋第一小学校の先生も集まっていただいて、そこで学年ごとに、これからどういう研究をしていこうかといったようなことも踏まえて、上智大学の澤田先生のご指導のもとに進めておりました。

　大変いい雰囲気で、先生方も、自分の学校の中だけではなくて、他の学校の先生方と話し合うことで刺激も受けているというところでは、新しい研究スタイルの１つとして進められていくのかなと思っております。

　それから、板橋第五中学校、赤塚第二中学校においては、板橋第五中学校は早稲田大学の先生方との連携、それから赤塚第二中学校は福井大学教職員大学の先生方に月に一度来ていただいてご指導いただくという形で進めさせていただきたいと思います。

　それから、平成２２年度、２３年度の「いたばしの教育ビジョン」学力向上推進研究校が、２年間の研究成果をということで右側に研究発表日が出ております。これも、なかなかお忙しいところでございましょうけれども、教育委員の皆様においでいただきましてご指導いただければと思っております。

　それから裏面が、今年度、来年度の学力向上推進研究校の２年間でございますけれども、４校ございます。今年度、来年度に研究を進めていただきたいと思っております。

　それから、「いたばしの教育ビジョン」推進研究校ということで１年間の研究でございますが、これについては、こちらから課題を出しておりまして、フィードバックと保幼小中連携教育ということで、この学校が手を挙げていただいて進めていくというところでございます。

　さらに、今年度より予算を獲得して、東京都の教育委員会の研究指定校を受けることができました。特に、スポーツ教育推進校等があるのですが、一番下の板橋第十小学校の人権尊重教育推進校。これは人権教育の拡張ということで、これまでも区独自では行ってきたんですけれども、東京都の研究指定というのを受けまして、これを起爆剤にして、各学校に人権尊重教育のあり方等について広めることができればと考えているところでございます。

　これ以外にも、もちろん各学校とも、校内で研究テーマを決めて、研究を進めているというところでございますので、またその折には、皆様方にお知らせしていきたいと思っております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　全般的にお伺いしたいのですが、色んな研究奨励の工夫が増えてきて、数も増えてきて、一時期の本当に寂しい状況というのがなくはなかったんですが、そういう意味ですごくいいなと思っています。

　というのは、どうしても教育方法というか指導は、決してマニュアルがあるわけではないですから、マニュアルに近いものをつくろうという努力の何十年という積み重ねはありながらマニュアルがあるわけではないですから、基本的にこういう研究発表を伺って共通している発想というのは、そこでの問題の把握、目標の共有化、仮説、検証という一連のプロセスが研究ということで、その研究の成果というよりも、研究のプロセスで学ぶことはすごく大きいんだろうといつも伺うと思っていたので、それがすごく広がって、かつ、保幼小中連携というところも含めて、すごくいい方向に変わってきたところだと捉えています。

谷田委員　　今回、奨励発表会はほとんど金曜日で毎週続くような形で、何かあえてそうされているのかとも思ったんですけれども。

指導室長　　そうなんです。金曜日に入れて、終わってゆっくりしようかというような含みもあるのではないかと思うのですけれども。

谷田委員　　１０月から１２月、１１月は毎週のようにあったと思うのですけれども、こういう月間というのか、教育委員会としても、月間で色んな学校がこういうことを発表しますよということを、教職員だけではなくて、保護者とか、例えば議員もそうだと思いますけれども、色んな方に見ていただく。

　１箇所でも皆さんに参加していただくだけでも、ちょっと違ってくるような感じもしますし、折角ですから、色んな方に参加していただくと、やられた方自身も色々と刺激になるのではないかと思います。

指導室長　　ありがとうございます。是非、そうさせていただきたいと思います。

委　員　長　　財政が厳しい折、研究指定になると多少のお金はかかるわけですから、こういうのはたくさん増やしていただけるとよろしいかと思います。

　ほかになければ、次に移らせていただきます。

○報告事項

４．東日本大震災による学校の被害状況等中間報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　（資料新－１）（新しい学校づくり担当課長）

委　員　長　　続いて、報告４「東日本大震災による学校の被害状況等中間報告について」、新しい学校づくり担当課長から報告願います。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、お手元の資料に沿いまして、ご説明をさせていただきます。

　３月１１日に発生しました東北地方太平洋沖地震、いわゆる東日本大震災でございますけれども、各学校で、その後、徐々に色々な被害状況等の報告が寄せられているところでございます。

　お手元の資料の「被害状況」というところに大きく書いてございますけれども、一番目立つものにつきましては、校舎や体育館、プールなど施設のコンクリート部分におきますひび割れ、そういったものが非常に数多く見られております。

　今現在、確認されて報告が上がってきているもので、このひび割れにつきましては３３校からそういった被害状況があるという報告が寄せられております。

　同じく、校舎や体育館などの天井とか壁面からモルタルが落下したという報告も多数上がっておりまして、これにつきましては現状で把握できているもの、学校から報告が上がったものでございますけれども、これは１６件の報告が寄せられております。

　ただ、これは程度に相当差がございます。小さなかけらが落ちてきたということで報告が上がっているものもあれば、タイルとかそういったものがはがれてしまったという報告まで、色々と寄せられているところでございます。

　次に、水漏れというケースも多数ございました。地震による揺れによって水道管、給水、排水それぞれの管が色々と損傷を受けまして、そこから水が漏れてしまったということ。それから、高架水槽などに影響が及びまして、そこから水が漏れたというケースも報告されておりまして、これにつきましては１２の学校より情報が寄せられております。

　次にありますのがガス機器の不具合ということですが、これは全ての学校におきまして、マイコンメーターというガスのメーターが揺れを感知してガスの供給を停止してしまったというものでございまして、これは７つの学校より報告が上がっております。中には、ガスの配管等に損傷の恐れがあるということでガスの使用を見合わせたという学校もございますけれども、現時点ではガス会社等の協力によりまして復旧しているという状況でございます。

　次にありますのは、受水槽の損傷でございます。こちらにつきましては、揺れを受けまして受水槽に被害が及んだというもので、４つの学校から報告が上がっております。中には応急処置で直るものもございますけれども、受水槽そのものを交換しなくてはならないという学校もあるという報告を受けているところでございます。

　それ以外の部分でございますけれども、その他に色々と報告が上がっておりまして、例えばバスケットのゴールの基礎の部分が破損してしまったとか、そういった報告が幾つかから寄せられております。

　また、学校に入っておりますエアコンの室外機が地震の揺れで位置がずれてしまったという報告もございます。

　今後の対応でございますけれども、現在、私どもの職員、それから営繕課の職員とともに各学校を巡回して点検を行っております。この点検には非常に時間がかかっておりまして、現在もまだ点検の作業中ということで、おおむね１つの学校を点検するのに半日から１日かかるという状況でございます。７０校以上ある学校を全部回るということで、まだ少し時間がかかるのかなと思っているところです。

　給排水設備やガス機器等のライフラインに相当するものにつきましては、保守点検業者が入っておりますのでそちらに対応を依頼して、ほとんどの部分が通常の使用に耐え得る状況に直っているという状況でございます。

　それ以外の損傷につきましては、教育委員会と営繕課で現地を確認しておりまして、対応するしないも含めまして、状況により工事の方針、判断をしているという状況でございます。

　なお、これだけ多くの被害があるということで、改修経費が非常に大きな金額になるという見込みになっております。まだ具体的な数字等は出ておりませんけれども、数千万円単位のオーダーが出るという見込みで、今現在、対応を検討しているところでございます。

　また、財政状況もございますので、この対応工事につきましては、優先順位をつけさせていただくという方向で今調整をしております。

　まず第一には危険を回避する、これは最優先で対応します。次に、学校運営上、早急に対応すべきというものを順次対応していきます。最終的には、見栄えの問題、例えば壁にひびが入っている、それから塗装がはげた、そういった小さいものにつきましては、申しわけないのですが、かなり先に対応が延びるという状況で、今現在、進めているところでございます。

　また、こちらの障害の報告でございますけれども、学校に調査を依頼して報告を求めるという方法をとっておりますので、中には、このぐらいのひびならいいという学校もありますし、本当に小さなものでも、これは大変だということで報告を上げてくるということで、学校からの報告にも温度差がございます。そういったことを、今現在、優先順位をつけて判断することができませんので、とりあえずというか、まずは、報告の上がったものは全て点検するという方向で準備をしているところでございます。

　各学校の被害状況は、細かいものにつきましては、現在、調査が終わっているものと終わっていないものがありますけれども、今回、中間報告ということで資料をまとめさせていただきました、

　表になっている部分でございますけれども、まず、学校名、それから学校の報告の被害状況などを記載してございます。その隣の欄に○と×がありますけれども、これにつきましては、私どもの職員と営繕課の方で、現地を確認したかしないかの印をつけてございます。

　最後の欄の対応方針でございますけれども、大変大きな表現にはなりますけれども、今後どのような対応をしていくのかという記載をさせていただいたところでございます。

　本件の資料については以上なんですが、こちらにはまだ資料はご用意させていただいていないんですけれども、実は４月１５日の朝日新聞に仙台市の事例が報道されました。

　その内容でございますけれども、避難所として使用している屋内体育館で、可動式のバスケットボールが余震の影響で落下したと。ただ、落下したんですが、幸いにもワイヤーロープで固定してあったということで、どうにか下まで落ちずにぶら下がったという状況で落ち着いたそうなんですけれども、実はこのバスケットボールの下に避難者がおりまして、７歳と４歳のお子様がいた。直撃していれば大変な事故になったであろうという報道がされました。

　これを受けまして、４月１５日に、私どもの方から全校に向けて、屋内体育館に設置してある工作物を緊急点検するようにという指示を出しました。これにつきましては、バスケットボール可動式のみならず、壁面に取りつけてある時計、スピーカー、固定式のバスケットボール、ろくぼく、そういったものも全て安全性の確認をしてほしいという依頼を出しました。その結果、今日現在で、３校から保守を入れてほしいとう要望が寄せられております。具体的な学校名を申し上げますと、加賀中学校、板橋第五中学校、桜川小学校、この３校から、ちょっと不安があるので保守を入れてほしい、もしくは点検に来てほしいという要望が寄せられております。

　また、今後、少し落ち着いたころにまた報告が上がってくる可能性もありますけれども、現時点ではそういった対応が必要と思われる学校は３校発生しているという状況でございます。

　各学校の被害状況につきましては、全て報告していますと時間が相当かかりますので、後ほど資料をご確認いただければと思います。

　中間報告でございますので、全校の点検が完了次第、また改めて詳細の報告をさせていただきたいと思います。

　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　今回、プールの水が溢れて下が水浸しというのが数校載っていますが、それは防水シートも破損したということなんでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　一番よくあったケースなんですけれども、プールの水が地震の振動によって揺れます、そうすると、プールサイドに溢れます。オーバーフローした水を排水に流すという配水管があるんですけれども、その配水管が破損して、そこから水が校舎内に入ってしまったというケースが複数の学校で見られています。

　ですから、プールの水が底を抜いたというわけではなくて、揺れで溢れた水が流れる経路で溢れてしまったという障害でございます。

　これにつきましては、プールの水を一時抜く、それから水量を減らす、それから給水管を修理するといった対応で、今現在、対応しているところでございます。

委　員　長　　プールの一定の深さがありますよね。小中学校と違って。今までは、それが地震で揺れたときに溢れるかどうかという計算というのは当然してないですよね。

新しい学校づくり担当課長　　これは、もう不可能です。どのような揺れで、どのような方向に揺れるかによって水の波打ち方が全部変わりますので。

委　員　長　　要するに、最悪の場合を計算しておけば方向も。これから考慮するようになるのではないかという気がします。

新しい学校づくり担当課長　　そうですね。

委　員　長　　あとは、色々はがれたり落ちたりしたところがうんと古い部分なのか、最近工事をしたばかりのところとか。古いのはある程度仕方ないと思うのですけれども、特に、最近大規模改修とかでやったにもかかわらず落ちてしまったなどというところはないですか。

新しい学校づくり担当課長　　大規模改修で、最後の仕上げで壁面に塗装とか薄いモルタルを塗ったところがはがれたという報告もございます。ただ、これは躯体が影響を受けたのではなくて、表面のみはがれたしまったというのは幾つか報告がきています。

委　員　長　　ただ、その表面の塗り方がよくなかったとはいえないんですか。

新しい学校づくり担当課長　　これは何ともいえないです。

委　員　長　　ほかにございますでしょうか。

　ジョイントのところが壊れるのは、そのためにクッションにしているので、それはやむを得ないと思うのです。ただ、そこを仮に水道管が通ったりすると、当然そこはフレキシブルな水道管にしておかないといけないので、もしそういう工事がなされていなかったために水道が溢れたなどということになると、それはやっぱり設計のミス。

新しい学校づくり担当課長　　一応、エキスパンションジョイントという揺れを吸収する構造の部分での水漏れというのは報告が上がっておりません。ただ、今、委員長がおっしゃられたとおり、揺れを吸収してわざと壊れるような構造にしているんですけれども、実はそこはわざと壊すためにつくってあるんですが、子供たちがその壊れ方を見て大変不安に思ってしまったという事例も報告されています。

　それについて、見ると、壁が落ちてしまったとか天井がはがれたように見えますけれども、やはり先生方もかなり恐怖心があったようです。

　そこら辺については、これは揺れを吸収させるためにつくったんだということをうまく説明して、子供たちの不安を取り除いていきたいと考えております。

委　員　長　　ニュージーランドのあれは、多分エレベーターのところを、工事のときにエキスパンションでジョイントをしっかりしていないで固定していたから悪かったのではないかという気がしますし、むしろ、そこのジョイント部分で壊してしまえば助かっていたかもしれない。

　では、よろしいでしょうか。内容は余りにも多いので、じっくり読んでいただくということでよろしくお願いいたします。

○報告事項

５．教育支援センター計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（口頭）（指導室）

委　員　長　　次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

指導室長　　それでは、「教育支援センター建設に伴う建物に対する要望の集約について」というものをお出しさせていただいておりますが、実は、平成２６年度に、南館建てかえに伴って教育支援センターが設置されるということで、もうこのお話は既にアナウンスさせていただきました。

　それで、急遽、５月中に様々な要求を出せという非常にタイトなスケジュールを要求されまして、今回、担当係長も来ましたので我々はこちらサイドで進めるにしましても、現場の声を吸収したいということで、昨日の代表校長会におきまして、お手元のような資料を出させていただきました。

　特に、我々としては、知りたいところが２枚目の機能要件調査表というところで、いわゆる研究・研修、あるいは相談機能に関して、学校現場は一体何を求めているのかというあたりを具体的に聞くことができればということで、昨日こういった調査をメール発信させていただいて各学校に届けたところでございます。それに基づくためにも、計画素案を添付させていただきました。

　基本的には、最初は１，０００㎡近くということだったんですけれども、最終的には九百六、七十ということで、予定していたよりもさらにちょっと狭くなるというところでの工夫改善も必要であるということと同時に、時間帯、さらには人的な組織を含めまして、今後、検討を進めてまいりたいと思っております。

　その後、教育支援センターの機能というところで、１つは学校支援としての機能ということで、研究のための授業としてこんなことを考えているんだというのが（１）番でございます。

　それから、教師の研修授業ということで考えているのが、この（２）番。それから、ここは生涯学習課や学校地域連携担当課ともかかわってきますが、いわゆる区民あるいは地域の方々に学校を支援していただくというところでの、学校支援地域本部に当たるコーディネーターだとか、あるいは学校ボランティアの育成といったこともこのセンターの重要な位置づけにできればと考えておるところでございます。

　それから、子供支援としての機能ということで、いわゆる相談機能ということですけれども、当初の予定では相談所を全てここに一元化して受け取ろうということでしたけれども、面積的なところもございまして、ここには全ての区民からの子供相談あるいは学校相談等を受ける窓口をつくって、案件に応じてそれをつなげていこうというところで、相談機能については、これまでどおり、今ある蓮根と成増も活用しながら、初回相談はこの教育支援センターで行いながら、継続相談の必要性のある場合は蓮根や成増に通わせるような手はずを整えていくような施設にしてまいりたいと思っております。

　一番最後に、この平面図を載せさせていただきました。

　一応、南館と北館があるわけですけれども、南館、右側の方の６階に教育支援センターが入ります。そのフロアの様子がここに書いてあるわけですけれども、ここの中に、いかに機能的で効果的で、さらに使い勝手のよいセンターをつくり上げていくかということと同時に、一応、北側には同じ６階に教育委員会を移して、教育委員会と教育支援センターがこの渡り廊下でうまくつなぎ合うことによって連携を図っていこうということを考えているところでございます。

　もし、お時間がございましたら、今日、皆様からの「これは、絶対にやるべきだ」とか「こういったことに気をつけて進めてほしい」といったご意見をいただければ幸いでございます。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　機能のところで、この中でどのぐらい相談業務をやっていくのかというあたりをしっかり押さえていないと、全部は取り込めないので、その辺の教育相談所との振り分け部分の論議をしっかりしておかないといけないというところと、今回、子ども発達支援センターができますので、当面は相談業務が中心に、小茂根の療育センターの中にできるので、そことの連携でも、随分連携の仕方でこちらの相談機能も変わってくる部分があるかと思っています。余り今まで相談機能というのは改革をしてこなかった部分ですから、その辺を是非しっかりしてもらいたいと思います。

　それと、特別支援の部分をどう入れ込んでいくのかをしっかり考えていかないと。研究・研修のところは今までもずっと論議してきているんですけれども、特別支援の入れ込み方を１回きちんと整理しておかないといけないと思っています。

　いずれにしても、１，０００㎡程度しかないわけなので、あとは南館に、区役所の中に、庁舎の中に入れたというところで、区民にきちんとアピールできるという部分をしっかりしておかないといけない。

　単に教員向けだとか学校支援というだけではなくて、区民にとっても必要な組織なんだという部分をどう入れ込むか。そこのあたりをちょっと整理したいと思っております。

委　員　長　　区民のための教育支援センターという感じでいくと、生涯学習の面も多少入れなくてはいけないという。

教育長　　そこまで入れてしまうと……。

　今回、生涯学習審議会で、支援する側がどう学校を応援するかという答申をつくってもらいました。その辺のところの入れ込み方なのかと思うのですけれども。要するに、学校を応援する人たち、組織をどうやって育成をしていくのかというあたりの機能を持ってもらうということかと思うのです。一般の生涯学習はやはり……。

委　員　長　　要するに、保護者を含めて、学校に絡んだ学校の支援者のための相談機能とか資料等といった感じ。

教育長　　学校ボランティアの育成だとか。

谷田委員　　当然、授業改善というのが教育委員会でも中心の議論になっていると思いますから、先生たちにとって充実した場所でなくてはいけないということもあるんですけれども、先生たちだけの溜まり場みたいになってしまってもいけなくて、その辺は今教育長がおっしゃられたようなこともあると思うのですけれども、授業改善に当たっては、決してその先生たちではなくて、外部の力とか、保護者の力とか、色んなものも必要になってくると思うので、そこら辺が偏り過ぎないという部分は大事なのかと思います。自分は板橋区で１回仕事をしたいと思えるような教育支援センターであってほしいと思います。

　ですから、板橋区で、教育支援センターというのがあって、ここで先生という仕事をするとちょっと皆変わって帰ってくるねと、ちょっとそういうようなニュアンスが感じられるようなものがあることはいいと思います。

　そういう意味では、積極的に自分を高めていこうという方が板橋区にどんどん集まってくれたらいいのではないかと思いますけれども。

今井委員　　スペースの都合を考えると、まず研修・研究重視が戦略的にはいいかな。教育長がおっしゃったように、相談というのは切り分け方でスペースを非常に広くとったり少なくて済んだりというのができるし、地域支援本部系も、コアになる人たちが参考にするために何か聞きに来たり、見に来たりということはそこで必要だと思うのですけれども、では、その範囲、それに参加してみようかみたいな人が説明会みたいなものに出るというときは、会場は別でもいいわけですよね。

　ですから、その辺は、切り分けを考えていくときに、何でもかんでも欲しいというと全部入ってしまうので、コアはやっぱり研究・研修みたいなことで合意ができているとプランニングがやりやすいのかという気がします。

　例えば、景気が物すごくよくなって、保健所跡にタワーを建てるなんていうときに、上から中央図書館に５フロアぐらい欲しいわけですよね。その下のフロアなんかを相談とか、色々絵は描けるので、現有の相談所とかというのは活用するという、主眼はそちらなんですが、とにかく１，０００㎡ということは、てんこ盛りはよしたいという気がします。

　それから、もう１点。会議室をつくれば研修・研究ができるかといえばとんでもなくて、会議室も必要なんですけれども、多分、教育会とか既存の研究組織があり、色んな様々なきめの細かい研修があり、学校ごとに研究がありという中で、こういうセンター的なところで必要なのは、研究所の情報があるということと、研究所のすばらしい人がいるというこの２点だと思う。そういうのを考えると、先ほどの指導室の年間スケジュールというのには書けないような仕掛けが必要だと思うのです。

　そうすると、何曜日は国語のこんな人がいるから行ってみようかみたいなこととか、別にその日、国語ではない人も集まってみると、ここで顔見知った同じような年齢の人たちがいて、そこで調べながらディスカッションできるような、会議室とは違う場所があるみたいなそんな仕掛けとか。

　割と設計で活用度合いが決まってくる可能性は高いという気がしているので、非常に急ぐらしいですが、英知を結集してやっていただけたらと思います。

指導室長　　今の今井委員のお話なんですけれども、私たちが一番危惧しているのは、フロアが与えられて、部屋の仕切りはつくったよ、それで終わりになられた日には、全く機能しない。つまりソフトの部分ですよね。資料が入るような書庫がきちんとできるか、それから、昨日も実は出たんですけれども、ＩＣＴ機器に触れるような場であるために、そういった機器がきちんと配置されるのか。それから、教員が話し合うにふさわしいテーブルや什器が揃っているのか。そして、今、お話しのように、本当に指導できる専門的な人材が配置できるのかといったようなことで、そういうハードでのせめぎ合いと、そういった色んなものを含めたソフトでのせめぎ合い。

　これは大変お金のかかる問題というところでは、是非とも教育委員会の方からもお声を上げていただいて、本当に、先ほど谷田委員がおっしゃったように、板橋に来てよかったと思えるような支援センターをつくる意味でも、この財政の中で難しいところなんですが、そのあたりはこちらとしても財政等々掛け合っていきたいと思いますので、また、お知恵をいただければと思います。

本山委員　　学校支援の充実の中の「子供たちの問題行動、保護者からの苦情、教職員の悩みなどへの対応を支援します」というところに含まれているのかもしれないんですけれども、メンタルな面でダウンしている教職員がすごく多いですよね。

　それを減らすというか、支援するというか、在宅の軽く精神的にダウンしている人たちが保健センターや何かに集まって。

　私は、ピアカウンセリングはすごく有効だと思っていて。先生方も、そういう同じような先生方が集まる機会があると結構有効かもしれない。自分だけではなかったんだという思いを持っていただけるかもしれないなんてちょっと考えまして。メンタルな面への支援も充実していただきたいと思います。

今井委員　　というか、そういう先生が板橋に出てこなくなるための仕掛けに特化したい。もちろん、すごく大事だから、それはもっと目立たないひっそりとした場所でしっかりやっていくみたいな、そんな切り分けかなと思います。

本山委員　そうですね。休職する前に救うというか。

指導室長　　基本的には夜９時ぐらいまでということなので、例えば６時から○○研修みたいな、区主催の研修みたいなものをやって、そこに来ると勉強したい人はできるんだといった講座的なものをうまくコーディネートできればという思いと、先ほど言ったように、先生がいるよと、何でも相談できるんだよというふうにするのとのバランスをうまく組み合わせていけるといいのかなと思うのですけれども。

今井委員　　その間、一番近い保育園がスポットで使える仕組みとか。何か色々ソフト面も必要でしょうね。

委　員　長　　よろしいでしょうか。何かあれば、また、おいおいいただくということで。

指導室長　　ご連絡いただければと思います。

委　員　長　　よろしくお願いいたします。

　ほかに報告事項はございますでしょうか。

　なければ、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。

　なお、これから事務打ち合わせ会を行いますので、傍聴の方は退席願います。

　ありがとうございました。

午前　１１時　００分　閉会
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